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７
月
20
日
の
改
選
に
伴
い
、
農

業
委
員
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名
に
市
長
か
ら
辞
令
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
付
で
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
16
名
に
、
農
業
委

員
会
会
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
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退任委員紹介 長い間ありがとうございました。
この度の農業委員及び農地利用最適化推進委員の任期満了に伴い、次の方々が御勇退なされました。
長い間、本市農業の振興と発展に多大なる御尽力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　長きにわたり農業委員又は農地利用最適化推進
委員としてその職務に精励され、本市農業の発展
に寄与された功績をたたえ、表彰規定により７名
の方に感謝状が贈呈されました。

農業委員
　〇我　彦　正　福　　〇遠　藤　伊　一　　〇小　関　敏　弘
　〇佐　藤　利　夫　　〇相　田　市三郎　　〇桐 澤 林右衛門
農地利用最適化推進委員
　〇石　川　和　広　　〇高　橋　信　夫　　〇竹　田　修　二

〇遠　藤　伊　一（６期18年）
〇我　彦　正　福（５期15年）
〇高　橋　信　夫（５期15年）
〇佐　藤　利　夫（４期12年）
〇相　田　市三郎（３期９年）
〇桐 澤 林右衛門（３期９年）
〇竹　田　修　二（３期９年）
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会
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【
会
長
就
任
の
挨
拶
】

　
日
頃
よ
り
、
農
業
委
員
会
業
務
の
運
営
に
対
し
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
改
選
に
お
い
て
、
農
業
委
員
会
会
長
に
再

任
さ
れ
、
改
め
て
そ
の
重
責
を
強
く
感
じ
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
引
き
続

き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
２
０
２
５
年
農
林
業
セ

ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
農
業
経
営
体
は
５
年
で
２
割
減
少

し
、
₈₀
万
戸
を
割
り
ま
し
た
。
ま
た
、
基
幹
的
農
業
従

事
者
は
、
２
０
０
０
年
の
２
４
０
万
人
か
ら
半
数
以
下

に
減
少
し
、
つ
い
に
１
０
０
万
人
を
下
回
る
₉₈
万
６
千

４
百
人
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手

の
減
少
、
生
産
資
材
の
高
騰
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
農
政
に
お
い
て
は
、
改
正
食
糧
法
を
は

じ
め
と
す
る
８
つ
の
法
案
が
成
立
し
ま
し
た
が
、
持
続

可
能
な
農
業
、
そ
し
て
農
業
者
が
希
望
を
持
て
る
農
政

の
実
現
を
強
く
望
む
も
の
で
す
。

　
農
業
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
農
地
行
政
の
適
正
な

執
行
、
地
域
計
画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
農
地
利
用

の
最
適
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
加

え
て
、
農
業
の
現
場
、
地
域
の
声
を
第
一
と
し
た
農
政

と
な
る
よ
う
要
望
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
所
存
で

す
。

　
農
業
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
諸
機
関
の
皆
様
に

は
、
ご
協
力
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

これから３年間
よろしくお願いします

農 業 委 員
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農 業 委 員 会 の　　　　 組 織 と 役 割
「農地等の利用の最適化の推進」に　　　　　積極的に取り組みます

総会・特別委員会について

農業委員、農地利用最適化推進委員の
担当地域（ブロック）について

　農業委員会では、市内を 3 つのブロックに分け農事相談（原則として月 1 回）を行い、農地
に関する売買、賃貸借、転用等に関する情報共有や意見交換を行っています。
　地区担当の農業委員、農地利用最適化推進委員への相談を希望する場合は、事前に農業委員会
事務局農地担当（☎ 0238-22-5111 内線 5602 ～ 5604）までご連絡ください。

①総会（委員数　全農業委員19名）
　農地の売買や転用等の農地法等の許可や農政振興に関する事項を審議します。
②運営委員会（活動計画策定委員会も兼ねる。）（委員数　9名）
　運営委員会は、総会の審議事項や農業委員会運営に係る事項を審議します。
　活動計画策定委員会は、活動の計画を策定し前年度の活動内容を振り返ります。
③広報委員会（委員数　12名）
　年２回の広報誌の発行により、農家の皆様へ農業に関する情報提供や農業委員会の活動状況を

お知らせします。
④遊休農地対策委員会（委員数　全農業委員19名）
　農地パトロールにより耕作していない農地を見つけ、所有者への利用意向調査を実施し遊休農

地の解消に努めます。

地域（ブロック） 農 業 委 員 農地利用最適化推進委員 備　　　考

第１地域
「万世、山上、上郷」

万　世　　樋渡　由美
万　世　　我妻　協祐
山　上　　目崎　秀也
上　郷　　黒田義一郎
上　郷　　鈴木　和義

万　世　　我妻　邦也

山　上　　諸橋　勝次
上　郷　　髙橋　浩孝
上　郷　　油井　利明

農業委員　５名
推進委員　４名

計　　９名

第２地域
「旧市、上長井、
南原、三沢・田沢」

旧　市　　橋本　政美
旧　市　　山口　　誠
上長井　　伊藤　俊浩
南　原　　山王堂民榮
南　原　　髙山　吉典
三沢・田沢　　鈴木　晃子
三沢・田沢　　古畑　功一

旧　市　　竹内　一利
旧　市　　宮㟢　雅文
上長井　　吉田　清志
南　原　　山㟢　榮一
南　原　　和地　博美
三沢・田沢　　亀田　　透
三沢・田沢　　鈴木　勘助

農業委員　７名
推進委員　７名

計   　14名

第３地域
「窪田、広幡
　　　六郷、塩井」

窪　田　　木村　彰博
窪　田　　小関　善隆
窪　田　　佐藤　政和
広　幡　　清井　政彦
広　幡　　髙橋　嘉門
六　郷　　長谷部吉雄
塩　井　　中嶋　　明

窪　田　　遠藤　耕一
窪　田　　大島　裕次

広　幡　　竹田　真吾

六　郷　　新藤　広一
塩　井　　小関　恭弘

農業委員　７名
推進委員　５名

　計  　12名

　　　　　青字は、新任委員
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連 携

連 携 連 携

農 業 委 員 会 の　　　　 組 織 と 役 割
「農地等の利用の最適化の推進」に　　　　　積極的に取り組みます

農業委員会の役割について

農業委員会の組織について

農 業 委 員 会

①農地の売買や転用
　などを審査します。

　農業委員会は、その主たる使命である「農地等の利用の最適化（担い手への農地利用の集積・
集約化、遊休農地の発生防止・解消、新規参入の促進）の推進」を中心に、農地法に基づく農
地の売買・貸借の許可、農地転用案件への意見具申など、農地に関する事務を執行する行政委
員会です。

　農地利用最適化推進委員は、「農地等の利用の最適化の推進」を図るため、農業委員と連携し担
当地域での農業者との話し合いや農地の出し手・受け手への働きかけを行い農地利用の集積・集
約化を推進する等の現場活動を行います。

◯農地等の利用の最適化の推
　進に関する指針の策定・変
　更

総会等に出席し下記事項を審
議すると共に現場活動も行う

農業委員 19名 農地利用最適化推進委員 16名

◯農地等の権利移動の許可、
　農地利用集積計画の策定

◯農地転用許可にあたっての
　意見

◯農地等の利用の最適化の推
　進に関する施策について、
　提出する意見の決定

◯担当地域において現場活動
　を行う

◯推進委員として意見を述べる

◯指針を踏まえて現場活動を行
　う

◯推進委員として意見を述べる

◯推進委員として意見を述べる

④必要に応じ関係行政機関へ農地等利用の最適
　化を図る改善意見の提出を行います。

②農業の担い手を育
　成します。

③農地の有効活用を
　促します。

農地中間管理機構

必ず推進委員の意見を
聴かなければならない

推進委員に総会等への出
席を求めることができる

推進委員の希望で総会等
に出席することができる
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地の解消に努めます。

地域（ブロック） 農 業 委 員 農地利用最適化推進委員 備　　　考

第１地域
「万世、山上、上郷」

万　世　　樋渡　由美
万　世　　我妻　協祐
山　上　　目崎　秀也
上　郷　　黒田義一郎
上　郷　　鈴木　和義

万　世　　我妻　邦也

山　上　　諸橋　勝次
上　郷　　髙橋　浩孝
上　郷　　油井　利明

農業委員　５名
推進委員　４名

計　　９名

第２地域
「旧市、上長井、
南原、三沢・田沢」

旧　市　　橋本　政美
旧　市　　山口　　誠
上長井　　伊藤　俊浩
南　原　　山王堂民榮
南　原　　髙山　吉典
三沢・田沢　　鈴木　晃子
三沢・田沢　　古畑　功一

旧　市　　竹内　一利
旧　市　　宮㟢　雅文
上長井　　吉田　清志
南　原　　山㟢　榮一
南　原　　和地　博美
三沢・田沢　　亀田　　透
三沢・田沢　　鈴木　勘助

農業委員　７名
推進委員　７名

計   　14名

第３地域
「窪田、広幡
　　　六郷、塩井」

窪　田　　木村　彰博
窪　田　　小関　善隆
窪　田　　佐藤　政和
広　幡　　清井　政彦
広　幡　　髙橋　嘉門
六　郷　　長谷部吉雄
塩　井　　中嶋　　明

窪　田　　遠藤　耕一
窪　田　　大島　裕次

広　幡　　竹田　真吾

六　郷　　新藤　広一
塩　井　　小関　恭弘

農業委員　７名
推進委員　５名

　計  　12名

　　　　　青字は、新任委員
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米
の
話
題
が
尽
き
な
い
昨
今
、

農
業
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま
っ

て
お
り
、
消
費
者
の
方
々
に
広
く

農
業
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
農
業
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
山
形
市
）
見

学
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
７
月
２
日
（
木
）、
あ
い
に
く

の
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
₁₇

名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
バ
ス
に

て
出
発
し
ま
し
た
。

　
到
着
後
、
施
設
の
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、
セ
ン
タ
ー

全
体
の
研
究
管
理
を
担
当
す
る
研

究
企
画
部
、
各
分
野
の
基
盤
的
な

研
究
開
発
を
担
当
す
る
土
地
利
用

型
作
物
部
・
み
ど
り
の
食
料
安

全
部
・
食
品
加
工
開
発
部
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
研
究

を
行
っ
て
い
る
か
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
近
年
は
、
高
温
対
策
に
つ
い
て

₁₃
課
題
に
も
及
ぶ
内
容
で
重
点
的

に
研
究
対
策
が
行
わ
れ
て
お
り
、

注
目
は
令
和
９
年
デ
ビ
ュ
ー
を
目

指
す
新
品
種
「
ゆ
き
ま
ん
て
ん
」

の
栽
培
方
法
確
立
に
向
け
、
実
証

を
重
ね
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
私
も
非
常
に
楽
し
み
に
感
じ

ま
し
た
。

　
実
際
に
試
験
圃
場
も
見
せ
て
い

た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
は
「
こ
う

や
っ
て
色
々
な
事
を
考
え
て
開
発

研
究
が
重
ね
ら
れ
、
農
家
の
方
々

が
愛
情
を
込
め
て
、
一
生
懸
命
お

米
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
す

ね
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
の
方

北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
主
催
「
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
見
学
ツ
ア
ー
」

の
「
私
た
ち
は
約
５
年
で
成
果
を

出
し
、
そ
の
技
術
を
農
家
の
皆
様

に
確
実
に
お
伝
え
す
る
た
め
、
日

夜
研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
」
と
い

う
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
あ

り
、
米
作
り
を
支
え
る
頼
も
し
い

存
在
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
食
卓
に
届
く
お
米
に
込
め
ら
れ

た
研
究
者
の
情
熱
と
、
農
家
の

方
々
の
多
大
な
努
力
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
見
学
ツ
ア
ー
と
な
り
ま

し
た
。【
農
業
委
員
　
宮
﨑
雅
文
】

北部コミセン事業
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◆加入の条件は３つ ◆６つのポイント
①国民年金第1号被保険者
　＊国民年金の付加年金(月額400円)　　　
　　への加入が必要です。
②年間60日以上農業に従事
③65歳未満
　＊60歳以上は、国民年金の任意加　
　　入者に限ります。

①農業者なら広く加入できる
②積立方式 ･確定拠出型で少子
　高齢化時代に強い
③保険料は自由に決められる
④終身年金、80歳前に亡くなっ　
　た場合には死亡一時金がある
⑤税制面での優遇措置がある
⑥保険料の国庫補助がある

　農家の経営に役立つ！
農政・農業・農村の動き、
問題をタイムリーに !！

　お申込み
農業委員・推進委員または

農業委員会事務局へ
℡ 22 － 5111  内線 5601

＊月４回金曜日発行
＊講読料

～農業者のための年金制度～ 農業者年金

◎農業者年金の内容やご相談について
は、　農業委員会またはＪＡにお問い
合わせください。

事
務
局
職
員
の
異
動

転

　入

　
事
務
局
長
補
佐
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
田
　
直
美
（
業
務
課
よ
り
）

　
農
政
振
興
主
査
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
哲
哉
（
税
務
課
よ
り
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

転

　出

　
事
務
局
長
補
佐
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
　
　
功
（
税
務
課
へ
）

　
農
地
担
当
　
　
　
　
　
　
　
主
査
　
丸
田
　
　
淳
（
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
）

新聞本紙＝月額900円
電 子 版＝月額700円

　
令
和
７
年
度
第
₃₂
回
定
例
総
会

に
お
い
て
、
新
規
就
農
者
に
認
定

さ
れ
た
今
野
雄
司
さ
ん
へ
の
認
定

書
と
農
業
新
規
参
入
促
進
報
奨
金

の
授
与
が
４
月
₁₅
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
小
さ
い
頃
か
ら
御
実
家
の
田
植

え
や
稲
刈
り
作
業
を
手
伝
い
、
農

業
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
今
野
さ

ん
は
、
昨
年
、
米
沢
青
果
市
場
の

き
ゅ
う
り
部
会
に
加
入
し
て
、
種

苗
会
社
や
き
ゅ
う
り
部
会
の
農
家

か
ら
土
づ
く
り
や
施
肥
方
法
、
病

害
虫
防
除
等
の
栽
培
技
術
を
学
ば

れ
ま
し
た
。

　
取
材
に
伺
っ
た
７
月
中
旬
の

朝
、
き
ゅ
う
り
の
収
穫
に
追
わ
れ

て
忙
し
そ
う
に
働
き
な
が
ら
「
現

在
２
反
の
畑
で
き
ゅ
う
り
を
栽
培

し
、
市
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

他
に
、ネ
ギ
の
苗
も
植
え
ま
し
た
。

欲
張
ら
ず
こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」
と
お
話

し
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　【
農
業
委
員
　
樋
渡
由
美
】

新
規
就
農
者
認
定
書
授
与

　※
農
業
者
新
規
参
入
促
進
報
奨
金

に
つ
い
て

●
支
給
対
象
者

農
業
委
員
会
が
定
め
る
基
準
（
米
沢

市
農
業
委
員
会
新
規
就
農
申
請
者
取

扱
基
準
）
に
よ
り
新
規
就
農
者
と
認

定
さ
れ
た
者
。
た
だ
し
、
認
定
時
の

年
齢
が
満
₅₀
歳
未
満
で
、
か
つ
本
市

に
住
所
を
有
す
る
者
に
限
る
。

●
報
奨
金
の
額

一
人
当
た
り
５
万
円
（
新
規
就
農
時

１
回
限
り
）

●
担
当

農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
担
当

米沢市の
青色申告者の
約45％が加入

農業経営の強い味方！

TEL

今野雄司さん（右）
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に
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ず
、
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に
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だ
き
バ
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に

て
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に
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後
、
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作
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・
み
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の
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、
そ
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ぞ
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ど
の
よ
う
な
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究

を
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て
い
る
か
お
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を
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い
ま

し
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近
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は
、
高
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対
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に
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て

₁₃
課
題
に
も
及
ぶ
内
容
で
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点
的

に
研
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対
策
が
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り
、
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は
令
和
９
年
デ
ビ
ュ
ー
を
目

指
す
新
品
種
「
ゆ
き
ま
ん
て
ん
」

の
栽
培
方
法
確
立
に
向
け
、
実
証

を
重
ね
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
私
も
非
常
に
楽
し
み
に
感
じ

ま
し
た
。

　
実
際
に
試
験
圃
場
も
見
せ
て
い

た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
は
「
こ
う

や
っ
て
色
々
な
事
を
考
え
て
開
発

研
究
が
重
ね
ら
れ
、
農
家
の
方
々

が
愛
情
を
込
め
て
、
一
生
懸
命
お

米
を
作
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
す

ね
」と
い
う
声
が
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か
れ
ま
し
た
。

ま
た
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の
担
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の
方

北
部
コ
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タ
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業
総
合
研
究
セ
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タ
ー
見
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ツ
ア
ー
」

の
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私
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ち
は
約
５
年
で
成
果
を

出
し
、
そ
の
技
術
を
農
家
の
皆
様

に
確
実
に
お
伝
え
す
る
た
め
、
日

夜
研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
」
と
い

う
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
あ

り
、
米
作
り
を
支
え
る
頼
も
し
い

存
在
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
食
卓
に
届
く
お
米
に
込
め
ら
れ

た
研
究
者
の
情
熱
と
、
農
家
の

方
々
の
多
大
な
努
力
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
見
学
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
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令
和
８
年
７
月
20
日
に
委
員
の
改
選
が
あ

り
、
今
号
が
、
旧
広
報
委
員
が
作
っ
た
最
後

の
農
委
よ
ね
ざ
わ
に
な
り
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
発
行
の
農
委
よ
ね
ざ
わ
１
１
３
号
・

１
１
４
号
は
、
全
国
農
業
新
聞
特
別
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
新
メ
ン
バ
ー
に
バ
ト
ン
を
引

き
継
ぎ
、
米
沢
の
農
業
に
関
す
る
情
報
を
、

ま
す
ま
す
魅
力
的
に
皆
様
へ
お
届
け
で
き
る

よ
う
、
一
同
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　【
広
報
委
員
長
　
樋
渡
由
美
】

　
窪
田
地
区
で
農
業
委
員
を
務

め
て
お
り
ま
す
、
木
村
彰
博
で

す
。
今
回
は
、
私
の
花
卉
栽
培

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
は
、
ア
ル
ス
ト
ロ
メ

リ
ア
を
９
品
種
、
約
４
０

０
０
株
、
面
積
に
し
て
約

36
ａ
で
栽
培
し
て
い
ま

す
。
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア

発　行　米沢市農業委員会
　　　　〒992-8501　米沢市金池5－２－25
　　　　☎0238-22-5111（内線5601）
　　　   E-mail:noui@city.yonezawa.lg.jp
委員長　樋渡　由美
委　員　宮﨑　雅文　山王堂民榮　木村　彰博　鈴木　和義　　
　　　　髙山　吉典　橋本　政美　長谷部吉雄　相田市三郎　　　
　　　　伊藤　俊浩　鈴木　晃子　桐澤林右衛門
印　刷　株式会社羽陽印刷

は
日
持
ち
が
良
く
、
様
々
な
色
が
あ

り
、
主
に
業
務
用
等
に
使
わ
れ
る
花

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
年
を
通
し
て

収
穫
が
で
き
、
３
月
〜
５
月
が
最
盛

期
に
該
当
し
ま
す
。
現
在
、
東
京
・

大
阪
・
福
岡
を
中
心
に
５
市
場
に
出

荷
し
て
い
ま
す
。
日
々
忙
し
く
大
変

な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
同
じ
生
産

者
の
方
々
と
の
現
地
巡
回
や
情
報
交

換
等
を
通
し
て
、
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　
燃
料
や
資
材
の
高
騰
な
ど
、
大
き

な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、

新
た
な
技
術
等
を
取
り
入
れ
な
が
ら

同
じ
仲
間
と
共
に
「
選
ば
れ
る
生
産

者
」
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　【
農
業
委
員
　
木
村
彰
博
】
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